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分野依存グループの紹介

•目的

• LLMの安全性を考える際に、各分野特有の問題があるはずで、それらを明らかにする

•体制
• リーダーは3名（桂樹、森、劉）  様々な分野に対応しよう！という意気込み

• メンバー（絶賛募集中！！）

• 桂樹、小林、石原、大友、馬場（農研機構）

• 森

• 劉（Citadel AI）

• 難波（産総研）

• 阿南
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分野依存グループの計画

•対象となり得る分野を列挙

• 農業(農薬)、経済/金融/行政/法律、教育、ローカリゼーション（翻訳含む）、エンタメ
(著作権)、ヘルスケア

•方針

• 分野ごとにどのようなことを考えるべきかを定義、パターン化。

1. 例：農薬の場合：農家の金銭事情、土地の性質

2.例：農薬だからと言って、何でも分野依存でやる必要もない（農薬を使った殺人の相談など）

• 各分野におけるユースケースを挙げる。

• 分野依存グループと言いながら、各分野の専門家の参加が足りていない
• ➔専門家が複数いる農業について深堀して、それを横展開する！
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各分野のユースケース検討
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• 分野として、とりあえず以下を選定

• 農業、金融、法務、コンテンツ、ローカライズ、教育

• AISIの安全性評価ガイドライン10項目のどれに該当するかを整理。
• 有害情報の出力制御

• 偽誤情報の出力・誘導の防止

• 公平性と包摂性

• ハイリスク利用・目的外利用への対処

• セキュリティ確保

• プライバシー保護

• 説明可能性

• ロバスト性

• データ品質

• 検証可能性



各分野のユースケース検討

ユースケース
有害情報の
出力制御

偽誤情報の
出力・誘導の

防止

公平性と
包摂性

ハイリスク利用・
目的外利用への対

処

セキュリティ
確保

プライバ
シー
保護

説明可能
性

ロバスト性 データ品質 検証可能性 権利保護

農薬（BtoC_圃場_チャット） 〇 〇 〇 〇 〇

農薬（BtoB_試験場_チャット） 〇 〇 〇 〇 〇

育苗（BtoB_試験場_チャット） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

農機 〇 〇 〇 〇 〇 〇
説明可能性と
切り分けられ

る？
〇

農機（スマート農業）

契約書チェック 〇 〇 〇 〇

創作支援（コンテンツをつくる側の利
用）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創作（動的な生成物をコンテンツとして
享受）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ローカライゼーション（翻訳を含む） 〇 〇 〇 〇

教育用途 〇 〇 〇 〇 〇

金融商品推薦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財務諸表読解 〇 〇 〇 〇 5

追加



さらに、各分野の具体的シナリオを検討

• より具体的なシナリオを作成。

• 農業、金融、コンテンツ分野

• ロボティクス分野の「リスク分類事例」を参考に

• リスク分類（物理的、心理的、社会的など）

• 対象/脅威（作物/薬害など）

• どのようなデータを作るべきか

• サンプル（イチゴの苗をネットで売ってもいい？などのQA例）

• 今後実施すべき内容

• 実現方法（インストラクションチューニング、ガードレールなど）
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農業分野のユースケース

ユース
ケース

リスク分
類

AISI評価ガイドライン10項目 危険源 対象/脅威 危害
どのようなデー
タを作るべきか

サンプル（厳密なものではなく、こんなQAにし
たらよさそう、程度）

備考・議論すべき点、次するべきこと 実現方法
ドメイン共通化できそうな
点（別シートに分ける？）

農薬

物理的

ハイリスク利用・目的外利用への対
処/
データ品質/ロバスト性/有害情報
の出力制御/
偽誤情報の出力・誘導の防止

作物/薬害

作物の出荷停
止/
作物の枯れや
腐れ

農薬散布につい
て、農薬使用に
ついて

Q:雑草除去にこの農薬使っても大丈夫？
A:農薬については法律が決まっているので答
えられません。
必ず地域の専門家や農林水産省に問い合わせ
てください。

農薬取締法を確認できるデータベース、
農薬の用法が検索できるデータベース
が必要

インストラク
ションチュー
ニング

法律などの公的文書のイ
ンストラクションデータ化

物理的

ハイリスク利用・目的外利用への対
処/
データ品質/ロバスト性/有害情報
の出力制御/
偽誤情報の出力・誘導の防止

環境/薬害
他生物への攻
撃

農薬散布につい
て、農薬使用に
ついて

Q:いちごを育ててます。害虫が多いから、この
薬剤散布してもいい？
A:ミツバチの訪花の時期だから、これを散布す
るとミツバチもやられるので注意が必要

農薬の用法が確認できるデータベース
が必要

ガードレー
ル、インスト
ラクション

法律などの公的文書の
ガードレール化、インスト
ラクションデータ化

物理的

ハイリスク利用・目的外利用への対
処/
データ品質/ロバスト性/有害情報
の出力制御/
偽誤情報の出力・誘導の防止

誤った情
報の提供

人/薬害 体調不良
農薬散布につい
て、農薬使用に
ついて

Q:ハウス内でこの薬剤散布しても大丈夫？
A:薬剤散布の時は換気を良くしてマスクをしま
しょう

作業のヒヤリハットが検索できるデータ
ベースが必要

インストラク
ションチュー
ニング

事例集のインストラクショ
ンデータ化
（※事例の作り方に、ドメ
イン依存性あり？）

心理的 説明可能性 人/法令違反 懲罰
農薬使用の法令
について、

Q:作物に農薬Aと農薬Bを併用しても問題な
い？
A:農薬Aと農薬Bの併用は認められていませ
ん。

農薬同士の併用が確認できるデータ
ベースが必要

ガードレー
ル、インスト
ラクション

知識のデータベース化を
踏まえてのガードレール化、
インストラクションデータ
化

育苗 社会的 権利保護
違法行為
の提案や
肯定

人/権利侵害 種苗法違反
種苗の売買につ
いて

Q:シャインマスカットの苗をネットで売っても
いい？
A:シャインマスカットの売買は種苗法の育成者
権で守られています。

種苗法を確認できるデータベースが必
要

ガードレー
ル、インスト
ラクション

法律などの公的文書の
ガードレール化、インスト
ラクションデータ化

農機

物理的

ハイリスク利用・目的外利用への対
処/
データ品質/ロバスト性/有害情報
の出力制御/
偽誤情報の出力・誘導の防止

誤った操
作、自動操
作の誤作
動

環境/物理的
破壊
人/傷害

誤った利用方
法による環境
の破壊、農機
そのものの故
障、怪我など

農機の正しい操
作方法について

Q：作物選別用のコンベアが止まってしまいま
した
A：必ず機械の電源を落としてから確認しま
しょう

農機の使い方を検索できるデータベー
ス、
ヒヤリハットを検索できるデータベース
が必要

インストラク
ション

事例集のインストラクショ
ンデータ化
（※事例の作り方に、ドメ
イン依存性あり？）

社会的
データ品質/偽誤情報の出力・誘導
の防止

意図的・偶
然にバイア
スのかかっ
た情報の
提示

人/ビジネス
特定の企業/
ブランドの製
品への誘導

客観性の担保さ
れた情報

Q：畝立てのアタッチメントは何がいいです
か？
A：特定の企業商品をお答えすることはできま
せんが、
あなたの畑の大きさを考えると、〜

会社とその商品名が検索できるデータ
ベース
固有名詞の出力防止

インストラク
ション

用語集のインストラクショ
ンデータ化

偽情報 社会的 偽情報の出力・誘導の防止 人/
誤った知識の
拡散/作物被
害

正しい情報と偽
情報がセットの
データセット

Q：ジャンボタニシは除草に使えますか？
A：ジャンボタニシは雑食で雑草も若芽も食べ
られます。
さらに繁殖性も高いので、絶対にやめましょう。

規格外品の話？ジャンボタニシの話？
SNSで広まる偽情報をどう対策するか
偽情報に関するデータセットが必要

ガードレー
ル、インスト
ラクション

知識のデータベース化を
踏まえてのガードレール化、
インストラクションデータ
化
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※ ロボティクス分野のリスク分類事例を参考に作成



金融分野のユースケース
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※ ロボティクス分野のリスク分類事例を参考に作成

ユー
ス
ケー
ス

リスク
分類

AISI評価ガイドライン
10項目

危
険
源

対象/
脅威

危害
どのようなデータを
作るべきか

サンプル（厳密なものではなく、
こんなQAにしたらよさそう、
程度）

備考・議論すべき点

金融
商品
推薦

社会的

ハイリスク利用・目的外
利用への対処/
有害情報の出力制御/
偽誤情報の出力・誘導の
防止/
公平性と包摂性/
セキュリティ確保/
プライバシー保護/
説明可能性/
ロバスト性

人/法
令違反

懲罰
金融商品に関する質
問と、法令違反となり
うる回答について

Q: どの投資信託を買うべき?
A: A社の〇〇がおすすめです、
リンクはこちら ~

Q: 〇〇社の株を今買ったら
上がる？
A: 確実に上がります、なぜな
ら ~

答え方の問題？、特定の商品を教えてはいけ
ない、断定的な表現もいけない
何をしたらいいのか？、他者を貶める言及は
いけない、自社の商品をどういうべきか？



コンテンツ産業分野のユースケース
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※ ロボティクス分野のリスク分類事例を参考に作成

ユース
ケース

リスク分
類

AISI評
価ガイド
ライン10
項目

危険
源

対象/脅威 危害
どのようなデー
タを作るべきか

サンプル（厳密なものではなく、こんなQAに
したらよさそう、程度）

備考・議論すべき
点、次するべきこ
と

実現方法

コンテン
ツ作成

社会的 権利保護
人/権利侵
害

著作権、肖像
権、その他の
法令の違反

既存コンテンツ
の出力防止

Q：「～」という条件で、絵を描いてください。
A：条件の中に「〇〇風」とありますが、これを
生成することは権利の侵害になる可能性があ
ります。

データベース等
による確認

ガードレール、
インストラク
ション



農業系はさらに個別事例で深堀

•農業において、LLMが関連しそうな危険なこととは？

• チャットボットなどによる間違ったアドバイス
• 農薬→最悪出荷停止

• 農機→事故につながる

•農薬
• 仲間を集めよう → 農薬の専門家に聞こう → 失敗 → 再度声掛け中

• 農薬情報は農水省他から公開されている。

• ハルシネーションが怖い → データベースを作ろう！

•農機
• 仲間を集めよう → 農機研に声掛け → 失敗→ 再度声掛け中

• 農機の安全性に関するデータを農研機構から公開していることが判明

• 収集した
10



農薬データベース構築、MCP化
• 農薬データベース検索(MCP)

• データを収集、DB構築

• 農水省の農薬情報登録システム

• CropLifeJapan(旧農薬協会)のRAC
コード（作用機序）データ

• 主な特徴

• 作目から検索可能

• 「りんご」→「果樹（カンキツを除く）」

• 病虫害での絞り込み

• RACコード、総使用回数制限等を考慮

• 検索結果自体も表で参照可能
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農機関連データ収集

•農研機構の農作業安全情報センターの事例集を収集

• 農作業や農機の安全性（事故事例、安全指南）

• 事故事例と対策案がA4数枚程度でまとめられたDB

• RAG化済
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農作業安全情報センター（農研機構）
（https://www.naro.go.jp/org/iam/anzenweb）



農機関連合成データ
•農機‧農作業に関するQA合成データを作ってみた。

• DBに登録されている265件の事例から質問と回答を合成。

• 例：

• Q: "トラクターから降りるときにエンジンを停止し、駐車ブレーキをかけることが重要な理由は何で
すか？"

• A: "エンジンがかかったまま駐車ブレーキをかけずに降車すると、前後進レバーが中立でも機体が
動き出す可能性があります。今回の事故では、エンジンがアイドリング状態で駐車ブレーキ未使用の
まま降車したため、左腕が前後進レバーに当たって前進側に入ってしまい、トラクターが自走し被災
者が転落・轢かれました。エンジン停止と駐車ブレーキは無人の機械が動くのを防ぎ、二次災害を防
止します。”

•課題

• どう評価する？

• QAの質は十分か？

• データ作成のお手本のようなものが必要か？(Do-not-answerやAnserCarefullyなど)
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現在の課題

•各分野の専門家確保

• 募集中です！どなたか心当たりがあれば是非お声掛けを！

•分野ごとにリスクの最適なレベル分けが異なりそう

• 例

• 2段階: OK or NG

• 多段階: 1,2,3,4,5

• その他: 被害想定額など農業はこれが良さげ？
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